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令和２年７月臨時会で決まったこと� ｐ１〜ｐ２

７
月
臨
時
会　
主
に
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

　

第
２
回
臨
時
会
が
、７
月
28
日
か
ら
、30
日
ま
で
の
３
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
た
「
決
議
」
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

●
一
般
会
計 

【
内
容
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
早
急
に
対
応
が
必
要

な
事
業
に
つ
い
て
予
算
措

置
を
行
う
も
の
。

・
地
域
公
共
交
通
事
業　

　

補
助
員３

４
７
万
６
千
円

・
町
版
特
別
定
額
給
付
金

　

４
月
28
日
～
３
月
31
日

に
誕
生
し
た
子
ど
も
に
も

10
万
円
給
付

８
０
６
万
４
千
円

・
公
共
施
設
使
用
料
助
成

　

町
内
在
住
の
町
立
施
設

利
用
者
に
対
し
て
、
対
象

期
間
中
に
利
用
に
伴
い
納

付
さ
れ
た
施
設
使
用
料
の

50
％
を
補
助

３
０
０
万
円

　
〈
対
象
施
設
〉

　

万
葉
ホ
ー
ル
、
ま
ち
づ

く
り
観
光
交
流
セ
ン
タ 

ー
、
竹
内
街
道
交
流
館
、

太
子
・
和
み
の
広
場
、
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
、公
民
館
、総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
大
道
旧
山
本
家

住
宅

・
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

　
別
給
付
金
給
付
事
業　

　

国
制
度
の
支
給
に
係
る

事
務
費

44
万
５
千
円

・
事
業
者
支
援
激
励
金

　

府
制
度
の
融
資
を
受
け

た
町
内
の
事
業
者
に
対
し

て
町
独
自
に
10
万
円
を
支

給

８
８
０
万
円

・
町
版
持
続
化
給
付
金

　

国
・
府
が
実
施
す
る
給

付
金
の
対
象
外
な
っ
て
い

る
町
内
の
事
業
者
に
対
し

て
法
人
20
万
円
、
個
人

10
万
円
を
上
限
に
支
給

５
７
５
０
万
円

・
災
害
対
策
用
備
品
購
入

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
室

内
型
避
難
所
用
テ
ン
ト

３
０
１
万
９
千
円

※ 

各
支
援
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
広
報
太
子
P.2 

P.3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
　
疑

問　
図
書
室
に
設
置
し
た

消
毒
機
の
利
用
状
況
は
。

答　
６
月
24
日
に
搬
入
。

７
月
26
日
ま
で
の
利
用
状

況
、
29
日
間
で
延
べ
６
１ 

０
回
、
１
日
当
た
り
平
均

で
21
回
利
用
。
そ
の
間
の

 

令
和
２
年
度

補
正
予
算

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 8千551万4千円 68億1千372万4千円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
感
染
症
防

止
の
た
め
の
補
助
員
が
乗
車
し
て

い
ま
す
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貸
出
人
数
は
９
８
０
人
。

　

司
書
か
ら
も
利
用
者
が

非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
と

聞
く
。

問　
給
食
費
の
無
償
化
の

期
間
は
。

答　
６
～
８
月
分
が
対
象
。

た
だ
し
、
８
月
分
は
、
夏

休
み
の
関
係
で
食
数
が
少

な
い
の
で
、
８
、９
月
分

を
合
算
し
て
１
ヶ
月
分
と

し
て
徴
収
。
実
質
的
に
９

月
分
ま
で
無
償
化
に
な
る
。

問　
太
子
町
版
持
続
化
給

付
金
の
対
象
者
、
対
象
に

当
て
は
ま
ら
な
い
人
へ
の

確
認
方
法
、
対
象
者
の
想

定
件
数
は
。

答　
対
象
者
は
、
１
ヶ
月

の
売
上
が
前
年
同
月
比
で

15
％
以
上
50
％
未
満
減
少

し
て
い
る
方
。
毎
月
の
帳

簿
で
確
認
す
る
。
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
人
は
、
国
で

の
対
応
も
確
認
し
な
が
ら

進
め
た
い
。
想
定
対
象
件

数
は
、
３
８
７
件
。

※ 

意
見
を
付
け
て
賛
成
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

決　

議

●
『「（
仮
称
）
生
涯
学

習
施
設
」
の
早
期
建
設

開
始
を
求
め
る
請
願
』

に
応
え
る
べ
く
９
月
議

会
に
（
仮
称
）
生
涯
学

習
施
設
建
設
工
事
費
予

算
計
上
を
求
め
る
決
議

【
要
旨
】
町
文
化
連
盟
会

長
、他
11
人
の
方
か
ら『
請

願
』
が
提
出
さ
れ
、
６
月

議
会
で
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
町
長
の
「
請

願
を
重
く
受
け
止
め
る
」

と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　

我
々
議
員
は
、
採
択
し

た
以
上
、
請
願
の
趣
旨
で

あ
る
「
安
全
安
心
な
施
設

で
の
学
習
活
動
を
待
ち
望

ん
で
お
り
ま
す
」「
令
和
４

年
10
月
の
第
62
回
文
化
祭

が
、
新
し
い
生
涯
学
習
施

設
で
開
催
で
き
ま
す
事
を

町
文
化
連
盟
一
同
、
切
に

要
望
し
ま
す
」
と
の
思
い

を
果
た
す
責
務
が
あ
る
。

　

６
月
議
会
で
の
一
般
質

問
で
町
長
は
「
重
ね
た
多

く
の
貴
重
な
議
論
を
無
駄

に
す
る
意
志
は
な
く
、
現

状
の
計
画
を
根
底
か
ら
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
」

「
現
計
画
を
白
紙
に
戻
す

と
か
、
中
止
凍
結
を
目
指

す
も
の
で
は
な
い
」「
早

期
建
設
の
期
限
の
意
味
を

意
識
し
な
が
ら
、
検
証
を

進
め
た
い
」
と
答
弁
し
た

が
、
そ
の
後
、
一
向
に
話

が
な
く
、７
月
16
日
に「
生

涯
学
習
施
設
建
設
調
査
特

別
委
員
会
」を
開
催
し
た
。

と
こ
ろ
が
「
起
債
が
下
り

る
の
か
疑
問
。
検
証
中
」

「
検
証
を
終
え
る
、
時
期

は
決
め
ら
れ
な
い
」「
次

回
の
政
策
会
議
は
い
つ
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
進
展
が
な
か
っ
た
。
た

だ
「
突
発
的
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
令
和

４
年
10
月
完
成
を
め
ざ

す
」
こ
と
は
明
言
し
た
。

　

請
願
を
全
会
一
致
で
採

択
し
た
議
員
と
し
て
も
、

予
定
通
り
令
和
４
年
10
月

完
成
の
た
め
に
９
月
議
会

に
工
事
費
を
計
上
す
る
よ

う
強
く
求
め
、決
議
す
る
。

※ 

採
択
に
「
異
議
あ
り
」

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第２回臨時会 審議結果一覧表

各議員の審議結果　○賛成　●反対　― 議長　※可否同数の場合は、議長採決

件　　　　　名

審
議
結
果

羽
山　

茂
男

中
村　

直
幸

辻
本　
　

馨

斧
田　

秀
明

阪
口　
　

寛

西
田
い
く
子

村
井　

浩
二

山
田　
　

強

寺
町　

幸
雄

建
石　

良
明

森
田　

忠
彦

令和２年度一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

『「（仮称）生涯学習施設」の早期建設開始を求める請願』
に応えるべく９月議会に（仮称）生涯学習施設建設工事
費の予算計上を求める決議

可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ―

次の定例会は、
９月に開催されます。
ぜひ、傍聴にお越し
ください。
日程については、ホームページ、
広報無線でお知らせします。

議員の香典・弔電の自粛、挨拶状を廃止しています
　太子町議会では、公職選挙法の趣旨を尊重する立場から、町民
の皆様の弔事に際しまして議員個人の香典等の自粛、挨拶状の廃
止を申し合わせています。皆様方のご理解とご協力をよろしくお
願いします。
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